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第２章 日高町における秋期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携DMOとして3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容やKPI の設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、トートバッ

グと飲食店冊子をプレゼントした。また、謝礼品はアンケートをスムーズに行うことを目

的としている。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  道の駅「樹海ロード日高」 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和３年11月20日（土）～21日（日） 

   

（６）調査項目 

  属性、来訪回数（リピーター）、来訪間隔、旅行ルート、滞在時間、他町での宿泊、町

イメージ、旅行動機、ほしい観光情報、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 11月 20日（土） 129枚 

  ② 11月 21日（日） 110枚 

           合計 239枚 
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若年層,22.6%

子育世代,35.6%

中高齢者

層,41.8/%

10代, 6.3%

20代, 16.3%

30代, 19.2%

40代, 16.3%

50代, 20.1%

60代, 15.1%

70代, 6.7%

２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=239） 

 女性よりも男性の方が、多くなっている。昨年度同時期との比較では１ポイント男

性が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=239） 

  全体的にみると、50 代が最も多く、30 代、40 代、20 代と続いている。この報告書

では10～20代を若年層、30～40代は子育て世代層、50代以降は中高齢者層とカテゴ

リ分けをした。 

  カテゴリで見ると、中高齢者層が41.8％を占め、子育て世代層が35.6％、若年齢層は

22.6％となった。昨年同時期」と比べると、若年齢層が約 6％、子育世代層が約 11％増

加した。昨年度、来訪者の中心は中高齢者層だったが、今年度は子育て世代層が大きく増

加した。全体の平均は昨年度から4.2歳下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 

男, 55.2%

女, 44.8%

男 女 不明

全体の平均は46.0歳 
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  以下の図は男性の年代割合である。割合としては50代が最も多く、次いで30代、60

代となっている。 

  カテゴリで見ると、全体と比べてほぼ同じような割合となっているが、若干20代、40

代が少なく、50代、60代が多くみられる。平均年齢に大きな差は見られない。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代割合である。割合としては20代が最も多く、次いで50代、40

代、30代とならんでいる。男性と比べると、子育て世代層が約3ポイント多くなってい

るが、各カテゴリに大きな差異は見られなかった。平均年齢を見ると、全体とほとんど同

じである。  

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体の平均は45.5歳 

全体の平均は46.5歳 

若年層,22.7%

子育世代,34.1%

中高齢者

層,43.2%

10代, 10.6%

20代, 12.1%

30代, 19.7%

40代, 14.4%

50代, 21.2%

60代, 15.9%

70代, 6.1%

若年層,22.4%

子育世代,37.4%

中高齢者

層,40.2%

10代, 0.9%

20代, 21.5%

30代, 18.7%

40代, 18.7%

50代, 18.7%

60代, 14.0%

70代, 7.5%



 

 

  
33 

 

  

鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=239） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約90％となっており、道外からの来訪者はほとんど

見られなかった。昨年同時期の調査と比べると、道外からの来訪者は約3ポイント増加し

たが、依然としてやや低い状態で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道内, 90.4%

道外, 9.6%
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19.4%

11.1%

13.9%

18.5%

5.6%

7.4%

6.5%

11.1%

4.6%

1.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

石狩

十勝

胆振

日高

釧路

上川

渡島

空知

後志

オホーツク

  道内のどこのエリアから来訪しているか把握するために、振興局別に集計したところ、

以下の図のようになった。最も多いのは石狩地方で、次いで胆振地方、十勝地方となって

いる。おおむね居住地から2時間ぐらいで来ることができる来訪者が多くなっている。 

  エリア的に見ると、札幌などの西エリアからが30.5％と、前年比で約23ポイント低下

した。代わりに南エリアからの来訪が43.5％と約19ポイント増加している。行き来して

いると想定する十勝などの東エリアからは18.6％と少なく、北エリアも同様であった。札

幌や苫小牧などの都市圏からの来訪が多いと推測できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。サンプル数が少ないため、

大きなエリアでの集計とした。 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年同時期と比べると、道外からの来訪は微増している。昨年度は全国のエリアから満遍

なく訪れていたが、今年度は東日本の神奈川など関東地域からの来訪が目立った。 

7.4％ 

30.5％ 
18.6％ 

43.5％ 

78.3%

21.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

東日本

西日本
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  道内の同心円図で来訪者の居住地を見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所が分からないため役場があるところ

にポイントしている。赤点線丸にある札幌を中心とした調査地から見て西エリアからの居

住者が目立っている。また、高速道路に近い場所の居住者が多くみられる。 

  直線距離で60ｋｍ以上の遠方の居住者はあまり見られなかった。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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（４）同行者の構成（n=239） 

  全体としては、昨年度同様に「夫婦」が最も多く、次いで「友人」、「子供連れ家族」と

続いている。平均年齢が低下するにしたがって「カップル」での来訪も増加している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。 

性別で見ると、男性よりも女性の方が家族単位での来訪が多い。反対に、男性は「ひと

り」が7.6％と、女性よりも多くなっていることが分かっている。 

  年代別では、10代と30、40代が「子供連れ家族」での来訪が多くなっていることか

ら相関関係にあるとみられる。20代は「カップル」「友人」との来訪が多く家族単位での

来訪は少ない。50代以降については「夫婦」での来訪が増加してゆく。この傾向は昨年

度と全く同様の結果となった。 

【性別・年代別の同行者構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.2%

22.6%

18.8%

17.6%

8.8%

5.0%
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友人

子供連れ家族（17歳以下の子供）

カップル

大人の家族（18歳以上の子供含む）

ひとり

18.2%

19.6%

13.3%

12.8%

45.7%

17.9%

22.9%

2.8%

9.1%

8.4%

33.3%

15.4%

10.9%

20.5%

8.3%

8.3%

26.5%

28.0%

7.7%

6.5%

25.6%

41.7%

36.1%

68.8%

15.2%

20.6%

6.7%

23.1%

26.1%

15.4%

8.3%

25.0%

23.5%

21.5%

46.7%

33.3%

8.7%

20.5%

10.4%

22.2%

18.8%

7.6%

1.9%

7.7%

2.2%

8.3%

5.6%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男

女

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

子供連れ家族（17歳以下の子供） 大人の家族（18歳以上の子供含む）

夫婦 カップル

友人 ひとり

その他 不明
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（１）来訪回数（n=239） 

  以下の図は来訪者の来訪回数を全体および性別、年代別に集計したものである。全体的

にみると、約72％がリピーターとなっている。初めての来訪者は28.0％となり、昨年度

よりも20ポイント程増加し、新規顧客の広がりを見せた。 

  性別で見ると、男女のリピーター率にあまり違いは見られないが、男性よりも女性の方

が「初めての来訪」が多く、逆に男性の方が「５回以上のリピーター」が多かった。 

年代別にみると、10代と３０代は近似がみられ、初来訪率が高く、逆にリピーター率は

低めとなった。50代以上になると、次第にリピート回数も多くなり、70代での「５回以

上のリピーター」率は56.3％となった。 

 

【全体および性別、年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年同時期と比べると、リピーター率が下がっており、約１8ポイント低下している。

若年層の新規顧客獲得率が高いのは、今後長期のファンづくりに関して、有利な状況で

あると言える。 

 

 

 

  

２-２ 日高町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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5.6%
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32.6%

21.5%
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（２）再来訪期間（n=172） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものとなっている。全体

的にみると、最も多いのは「半年以内」で33.7％と多くを占めている。次いで「１年以

内」となっている。半年以内を含む1年以内では約65.8％と全体の三分の二を占める結

果となった。 

性別を見ると、男性は「半年以内」の来訪、女性は「１年以内」の来訪がそれぞれ多く

なったもの、「３年以内」の来訪と「それ以前」の来訪の比率に違いは見られなかった。 

  年代で見てみると、ほとんどの年代が半年以内を含む1年以内が多くを示しており、い

ずれも６割近くを占めているが、唯一「50代」に関しては５割を下回る結果となった。 

 

【全体および年代別の再来訪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年同時期と比べると、昨年より「半年以内」との回答が20ポイント以上減少した

が、一昨年と昨年度の比較では約17ポイントも「半年以内」が増加しており、一昨年

の水準に回帰したともとれる。昨年度はコロナ状況が読めずに来訪を見合わせた層が、

１年以上の間をおいて再来訪し始めている可能性がある。 
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22.6%

18.3%

13.9%

17.4%

13.1%

3.5%

5.2%

2.6%

1.7%

1.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%
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上川地方

十勝地方

石狩地方

胆振地方

空知地方

オホーツク地方

釧路地方

宗谷地方

根室地方

 

 

（１）日高町を訪れるまでに立寄った先（n=239） 

  立寄った人と立寄っていない人と比べると、立寄っていない人の方が少し多く、51％と

なっていることが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中での具体的な場所である。来訪した市町村が多岐に

わたっているため集計が難しく、振興局単位でまとめている。一番多いのは日高町を除い

た日高地方で、次いで占冠村などが多くを占めた上川地方、帯広や十勝清水と記入が多か

った十勝地方と続いている。 

ルート的に考えると、日勝峠・道東道を利用したと推定する東ルートが約23％、長沼町

や夕張方面からの国道274号・道東道を利用したと推定する西ルートからの来訪は約

21％で、これは安平町の道の駅「あびらD51ステーション」、夕張市の道の駅「夕張メ

ロード」に立ち寄ったものと推測する。太平洋側からの国道237号を利用したと想定する

南ルートが約36％、旭川方面からの国道237号を利用したと推定される北ルートは20％

となっている。 

【立ち寄った先の振興局名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-３ 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 

 

23.4％ 

35.7％ 

20.0％ 
20.9％ 
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24.8%

14.3%

12.4%

23.8%

11.4%

9.5%

1.0%

1.9%

1.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

十勝地方

胆振地方

石狩地方

上川地方

空知地方

日高地方

釧路地方

オホーツク地方

宗谷地方

（２）日高町からどこに訪れるか、立寄る予定先（n=239） 

 

  立寄る予定と回答した人は全体の約44％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人の具体的な場所については、以下の図のとおりである。 

  ルート的に考えると、帯広方面の東ルートを辿る人が約28％となっており、太平洋側

への南ルートが約22％、札幌方面への西ルートが約24％、旭川方面への北ルートが約

25％となっている。 

【立寄る予定の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年同時期と比べると、東ルートへと向かう人は約24ポイント減り、南ルートが約

2ポイント、西ルートが約6ポイント、北ルートが約16ポイントと、それぞれ増加を

見せた。北と南エリアは近隣の市町村（占冠、平取、むかわ、苫小牧など）を挙げてい

る人が多く、当調査地は東西南北の中継地点となっている点が浮き彫りになった。 
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21.9％ 
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（１）滞在時間（n=239） 

 

  全体的にみると、約59％という高い割合で「半日の日帰り」で次の場所に移ってしま

う人が存在する。「一日の滞在（日帰り）」は約32％となった。「1泊以上宿泊」は9.6％

と、約１割にとどまっている。 

  年代別にみると、10代、20代、30代が全体と比べて「半日の日帰り」が少なく「一

日の滞在（日帰り）」が多く目立っている。40代から70代にかけて順に、「半日の日帰り」

が増加し、滞在時間が短くなっていく。「宿泊」に関しては、10～30代の若い世代の割合

が高くなっている。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年同時期と比べると、半日の日帰りが約23ポイント低下し、代わりに１日の日帰

りが約21ポイント増加した。日帰りの際の滞在時間は半日から１日の滞在へとシフト

して来たといえる。その分、立ち寄り予定先が時間距離的に遠方となる東ルートではな

く、北西南ルートの近隣市町村を選び、その地での宿泊を計画する旅行スタイルが増加

してきたと分析できる。「半日の日帰り」の中で特に低下率が多かったのは40代で、約

40ポイント減少し、かわりに「１日の日帰り」が約39ポイント増加した。30代も振

れ幅は少ないものの同様の変化を見せており、相関関係にある10代もほぼ同じ比率で

変化してきている。「１泊以上の宿泊」に関する全体の比率に大きな変化は見られなかっ

た。 

 

  

２-4 日高町での滞在時間を教えてください。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）日高町以外での宿泊（n=239） 

  今回の旅行において、日高町以外でも宿泊すると回答した人は、約62％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  その約62％の内訳としては、昨年度に続き最も多かったのは十勝地方で約23％となっ

た。次いで、札幌・小樽、旭川・富良野と続いている。立ち寄り予定先の分析で西ルート

へ抜ける人が23.8％で、札幌・小樽での宿泊の回答が17.5％だった点を考慮すると、西

ルートを選ぶ約７割の人が札幌・小樽まで宿泊のために移動する予定を立てていると仮定

できる。北ルートでは旭川・富良野・占冠（トマム含む）、東ルートでは帯広、西ルートで

は千歳・苫小牧・むかわ・平取という回答が過半数を占める結果となった。 

当調査地での１日の滞在が増加した分、より最寄りでの宿泊を計画する層が増加してい

るとあらためて分析できる。 

【日高町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

 昨年同時期と比べると、十勝地方での宿泊は26ポイント減少し、釧路地方での宿泊も約

15ポイント減少している。かわりに近隣の日高地方が7.0ポイント、胆振地方が8.5ポ

イント、千歳・苫小牧が2.3ポイント、旭川・富良野が9.5ポイント、それぞれ増加して

いる。こうした点では、旅行計画自体は遠方への通過型から、近隣での宿泊を含めた周遊

型へとシフトしているようであり、当地でも宿泊の受け皿整備やPRを行えば、宿泊によ

る滞在時間伸長へと繋がる可能性を指摘できる。 

２-5 今回のご旅行で、日高町以外で宿泊されますか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

 

 来訪者にとって日高町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体で見ると「ある」と回答している人は約72％となっており、昨年度から11ポイント

増加しており、より具体的なイメージを持って来訪される人が増加したと言える。 

年代別にみると全体と比べて、若年層ではイメージを持っていない人が多くなっている。

明らかに来訪回数も多く、観光・地理的な予備知識を持っている中高齢者層は、固定イメー

ジを持って来訪する傾向が分析できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割合

が多くなっているのが「馬」である。昨年度まで「自然」や「その他」のカテゴリとしてま

とめていた要素のうち、回答数が多いものを主要項目（緑色のバー）として書き出している。 

 キャンプ場やスキー場といったアクティビティ志向の記入も増加してきている。いずれに

せよ、「日高と言えば馬・自然・昆布」という３本柱のイメージが当調査地では強いという結

果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-6 あなたが思う「日高町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）旅行の動機（n=239） 

 

  全体的にみると「自然を楽しむため」と回答した人が約33％と最も多く、次いで「日

常から解放されるため」と続いている。次に多い「その他」の内訳については次頁に記載

する。 

  性別で見てみると、男性は女性と比べて「おいしいものを求めて」との回答が多く、女

性は「日常からの解放」「自然を楽しむため」との回答が多くなっていることが分かってい

る。 

  年代別にみると、相関関係の強い30代、40代の子育て世代と10代の子供では「日常

からの解放」の割合が高く、50代・60代の中高齢者層では「歴史・文化を知るため」に

来訪する割合が一定数存在した。10代と30代では「その他」の割合が高いため、後の分

析で触れてゆく。 

【全体および男女別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年同時期は「おいしいものを求めて」の割合が過半数を占めたが、今年度の調査では「自

然を楽しむため」と「日常から解放されるため」の割合が大きく増加している。「家族サービ

スのため」と選ぶ層は、年代が上がるにつれて増加する傾向にある。 

 当調査期間中においては、最寄りの日高沙流川オートキャンプ場はクローズ中だったため、

旅行目的が「自然を楽しむため」だった層が、当調査地で十分な購買活動を行えていなかっ

た可能性が指摘できる。  

２-7 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の18.8％）の具体的な回答である。 

  その中でも、「道の駅・スタンプラリー」と回答した人は約31％を占め、観光ではなく

家族や友人に会うことを目的に「帰省」「里帰り」した人が20.3％いたことがわかってい

る。回答者全体に占める割合としては約3.8％となる。 

今年度の特色として、調査機関に重なって日高町で実施されていた「日高ホースカード」

の収集との回答が複数グループあり、回答者全体に占める割合は約1.9％となった。 

 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 総合的にみると、「その他」を除いて、「自然を楽しむため」、「日常から解放されるため」

が旅行動機の中心となっていることが分かった。以下の図の、「北海道観光客動態調査」と

比べると、赤枠部分の上位５要素に当てはまる項目が、今回の調査にも含まれている点が

わかる。１箇所に集まるイベント形式が忌避される分、自由に周遊して楽しめる「日高ホ

ースカード」といったタイプのイベントを楽しみに来訪される人が増加したともとれる。 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参考図：北海道経済部観光局調べ（平成28年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）必要な観光情報（n=531） 

 

来訪者が観光をする際に必要とする観光情報は何かを調査した結果、以下の通りになった。 

全体的に見ると、「写真スポット」が多く約 31％となっている。次いで「飲食店」「特産

品・お土産品」と続き、全体的にこの3項目が多くを占めている。この上位３要素は例年ど

おりとなった。その他では「観光ルート」情報を求める声が約11.5％となっている。 

 性別でみると、男女の差に大きな違いは見られなかった。 

 年代別にみると、傾向的には年代を追うごとに「写真スポット」の必要性は少なくなって

いる。年代関係なく必要性があると回答されているのは「飲食店」と「特産品・お土産品」

の情報となった。「文化・博物館」については 20 代、30 代以外では一定層の需要がみられ

た。「宿泊場所」についての需要が非常に低い点からは、すでに知っている宿泊施設を引き続

き使ってゆく意向の表れか、もしくは当地で宿泊する認識が低いという可能性が指摘できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが知りたいこのエリアの観光情報は何ですか？ 
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（１）消費額（n=239） 

  日高町における消費金額（予定を含む）だが、平均金額としては3,591円となっている。

前年度と比べ、1,663円（＋86％）と大幅に増加した。最小値の100円～300円は5

件あり、10,000円以上を消費したという回答は34件あった。 

 

項 目 金 額 

平均金額 3,591円 

最小金額 100円 

最大金額 30,000円 

 

  以下の図のとおり、消費金額の範囲別の件数を見てみると、5,000円未満が非常に多く

なっているため、平均消費額の伸び悩みの原因となっている。今年度の消費金額増加の要

因として、①日帰り旅行の滞在時間が半日から１日へとシフトした点、②前年度に比べ宿

泊者の消費単価が増加している点が指摘できる。 

  今年度は１泊以上の宿泊の割合自体は増加していないため、特に①のシフトが大きく影

響しているとみられる。 

 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-9 今回のご旅行で日高町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは5,000円未満の約78％となっており、ほとんどが低い消費金額となっている。 

  性別で見てみると、違いはほとんど見られなかった。 

  年代別で見てみると、最も消費金額が高いのは50代の5,417円であった。全体の平均

と比べて1,466円高くなっている。次いで40代の4,115円で524円高くなっている。

次いで30代が3,978円で平均より387円高い結果となった。その他の世代については、

全体平均よりも低くなっており、40代・50代が平均消費金額を支えている結果となった。 

 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年同時期と比べて、5,000円未満を消費した人の割合は13ポイント低下している。

このため、平均消費額が底上げされたと言える。他の調査地や昨年度の調査結果などと

比べても、滞在時間と消費金額の間には明らかな相関関係が見て取れる。このため、滞

在時間の伸長は、地域の魅力を伝える機会を増やし、さらに消費金額も底上げして行く

ための重点課題ということができる。昨年度は、「飲食」や「買物・お土産」の利用を強

く推し進めることが分析から提案されていたが、今年度の旅行動機分析を加えると、さ

らに「自然」や「非日常」を楽しめるコンテンツの充実が望まれていると考えられる。 
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（２）何に使ったか（n＝352） 

  具体的に何に消費したかを問う設問では、「買物・お土産代」との回答が多く約45％を

占めている。次いで「飲食店」が約39％となっている。前述の必要とされる「買い物・

お土産」の割合は一定しているため、消費金額増加のためには客単価の増加が有効な手段

となる。昨年度との対比から消費金額増加の要因を探ると、温泉と宿泊の割合が増加して

いるため、施設利用料金が上乗せされる形となったと分析できる。また、昨年度0％だっ

た「自然体験」の項目が1.8％となっており、今後の伸びが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=243） 

主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。 

札幌・帯広の平均消費金額は低く、次いで苫小牧が低くなっている。その他道内、道外

と遠隔地からの来訪となるにつれて消費金額は増加してゆく傾向にある。特に道外からの

来訪の場合、近隣からの来訪に比べ、当地で宿泊を計画する可能性が上がるため、遠隔地

へのPＲをいかに行っていくかが、今後の消費金額増加のための重要な要素であると考え

られる。 
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日帰り（半日） 日帰り（1日） 1泊2日 2泊3日 3泊以上

平均 2,829 4,466 8,177 4,957 3,777

2,829
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（４）滞在時間による平均消費金額（n=239） 

 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。日帰り（半日）の滞在

では全体の平均よりも762円低くなっており、日帰り（一日）の滞在では全体平均よりも

875円高い。1泊2日では4,686円、2泊 3 日は1,366円、３泊以上で186円、そ

れぞれ平均消費金額を上回っている。長期滞在になるにつれ平均消費額が下回るのは他の

時期、他の地域でもみられる現象で、旅行中の1日あたり消費金額を下げるために、車中

泊若しくは実家や知り合いの家に宿泊などを行っているものと推測される。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この消費金額が平均消費金額を

引き上げている。 
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（１）情報源（n=291） 

 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、日高町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「通りすがり」と「自身の経験」によって来訪していることが多く、そ

れぞれ23.3％となった。次いで「SNS」での情報取得と続いている。 

男女別にみてみると、女性よりも男性の方が「通りすがり」が多くなっている。全体的

な旅行行程での目的はあるにせよ、当調査地への立ち寄りは目的がないため、休憩ポイン

トでの来訪が多いと見て取れる。「自身の経験」の割合が高いにせよ、過去来訪した目的も

含めて「通りすがり」であった可能性が高い。 

年代別でみるとどの世代に関しても「通りすがり」が非常に多くなっている。今年度は

SNSを含む ICTを活用した情報の取得が約33％と、全体に占める割合は高かったが、母

数の多い10代～40代を除いて、中高齢者層では活用は非常に低い結果となった。 

  チラシポスター・旅行雑誌などの記事を見て来訪している人はほとんどいない形となっ

ているため、現状では純粋な観光情報での誘客は不十分だといえる。 

 

【全体および性別、年代別の日高町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-10 今回のご旅行で日高町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=239） 

 

以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、約85％の人が「満足」と回答している。「普通」は約15％、「不満」

は0％となった。昨年度との比較は「満足」が約17ポイント増加し、「普通」が約16ポイ

ント、不満が約1ポイント減少した。一昨年との比較でみても、「満足」は約４ポイント高

くなっていう。 

また、平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、景観の満足度は約78％

となっていることから、満足度は道の調査よりも約７ポイントも高くなっている。 

性別でみると、男女の差にあまり違いは見られなかった。 

年代別でみると、20代の満足度がかなり高くなっていることが分かる。反対に最も低か

ったのは70代であった。 

 

 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-11 今回のご旅行で、日高町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=239） 

 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約63％とかなり低い水準である。ただし、昨

年同時期と比較すると約16ポイント増加している。「普通」と回答した人は約31％とな

り、約14ポイント減少した。「不満」と答えたのは5.7％と、約2ポイント減少している

なっている。平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は

約70％となっていることから、それよりもやや低い水準となった。 

  性別でみると、男女の差にあまり違いは見られないものの、若干女性の方がやや「不満」

が多い結果となった。 

  年代別でみると、30代～50代の満足度が全体に対して低い割合となっている。 

満足度は低い状態である。特に10代・20代については満足度が非常に高くなった。 

また、自由記入の欄に「飲食店情報が欲しい」と記入した層は30代～50代に該当者が

多かった。事前に行きたい飲食店等が決まっていれば、「飲食店探し」の手間に対する不満

が解消し、「お目当ての食事」を食べることができた満足感なども得られると思われる。 

 

 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=207） 

 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約84％、「普通」は約15％、「不満」は約1％

となっている。平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の

満足度は約67％となっていることから、満足度は高い水準となった。 

  性別でみると、男女の差に違いは見られなかったが、女性は「不満」との回答が無かっ

た分、満足度は高くなっている。 

  年代別でみると、年代層によって違いがみられ、若年齢層に関しては全体と比べて満足

度は高くなっていることが分かっている。50代以降の中高齢者層関しては、満足度が80％

前後となり、全体を低くする要因となった。 

  昨年同時期に関しても、中高齢者層の評価が低い点は同様だったが、昨年度はこの層の

満足度が平均して４割程と非常に低かったため、この層の評価が底上げされた事が、今回

の好転の要因ともいえる。ヒアリングでは、調査地となった道の駅施設の、野菜などの直

売が寒くなってからも継続されている点を評価する声や、他町のグッズ・商品が手に入る

点を評価する声も挙がっていた。このような声を届けてくれる方もリピーターが多くいる

中高齢者層に多かったのも事実で、地道な接客・販売での取り組みが、当調査地での旅行

イメージ全体の評価に繋がっていく事をあらためて認識する結果となった。  

 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=42） 

  

 宿泊については、未経験者がかなり多いため、サンプル数は他と比べて極端に少なくなっ

ている。以下の図は未経験者を除いた経験者の割合となっている。経験者の割合は昨年度

と同様の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は66.7％、「普通」が31.0％、「不満」が2.4％

となっている。平成28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足度

は約66％となっていることから、ほぼ同じ水準となっていることがわかる。 

  性別でみると、男性よりも女性の方は満足度が約6ポイントも低くなっている。昨年度

はその差が約10ポイントとなっており、その差は低下しているものの、今年度も女性か

らの評価が低い結果となった。 

  年代別にみると、10代・20代の満足度は高く、逆に家族内での購買決定権者の多い

30代・40代からの評価が非常に低かった。中高齢者層に関しては、年齢が上がるにつれ

て評価が下がっていくものの、平均すると全体の割合と同様となった。 

 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 

 

 

 

  

66.7%

69.6%

63.2%

75.0%

66.7%

50.0%

46.7%

81.8%

66.7%

50.0%

31.0%

26.1%

36.8%

5.3%

5.3%

50.0%

53.3%

18.2%

33.3%

50.0%

2.4%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男

女

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

満足 普通 不満



 

 

  
56 

 

  

鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（５）総合満足度（n=746） 

 

  （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約77％となっており、平成28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約93％となっていることから、日高町はそれよりも約16ポイントも低くなっている

ことが分かる。 

  性別でみると、男女の差に違いは見られなかった。 

  年代別にみると、年齢層によって満足度にばらつきがあり、10代・20代の若年齢層は

全体と比べて満足度が高く、30代以降に関しては、60代を除いて満足度が低い状態とな

っている。若い世代の満足度の高さの理由はわからないが、期待値が低いためその差が小

さく、満足度が全体と比べて高いと推測する。 

  昨年同時期と比べると、満足度は約23ポイント向上した。若年齢層の満足度が高く、

30代・40代の子育て世代は、全体の水準と同様であり、50代以降の中高齢者層の満足

度が非常に低い点は、昨年度と非常に類似した結果となった。 

 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

  
参考図：北海道経済部観光局調べ（平成28年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=746） 

 

  以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。 

  赤枠の初めてと、青枠のリピーター（すべてのリピーターの平均満足度）を比べると、

初めて来訪した人の方が、満足度は高くなっている。その差は約3ポイントの差がついて

いる。また、リピーター全体の中でも、来訪回数が多くなるにつれて、満足度が低くなっ

ていることが分かった。 

  昨年同時期も同じように、初めての来訪者のほうが満足度は高く、リピーターの方が低

い状態ではあったが、昨年度、リピーターと初来訪者との差は約21ポイントもあり、そ

の差は少なくなっていると言える。今年度はリピーターからの評価が回復したことで、全

体評価の底上げにつながったと考えられる。 

 

【来訪回数別全体満足度】 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性55.2％、女性44.8％ 

年代構成 
10代6.3％、20代16.3％、30代19.2％、40 代16.3％、50代20.1％、

60代15.1％、70代以上6.7％ 

居住地 道内90.4％ 道外9.6％ 

同行者 
夫婦27.2％、友人22.6％、子供連れ家族（17歳以下）18.8％、カップル

17.6％、大人の家族（18歳以上）8.8％、ひとり5.0％、 

町イメージ ある71.5％、ない28.5％ 

来訪回数 初めて28％、2回目13.2％、3回目15.6％、4回目9.1％、5回以上34.2％ 

再来訪期間 半年以内33.7％、1年以内32.1％、３年以内24.0％、それ以前10.2％ 

立寄り先 立寄った49.0％、立寄っていない51.0％ 

立寄る予定 立寄る43.9％、立寄らない56.1％ 

滞在時間 
日帰り（半日）58.8％、日帰り（一日）31.7％、1泊2日6.3％、2泊3

日2.9％、3泊以上0.4％ 

町外宿拍 する62.3％、しない37.7％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて9.6％、歴史・文化を知るため0.8％、 

自然を楽しむため32.5％、日常から解放されるため31.7％、 

家族サービスのため6.7％、その他18.8％ 

観光情報 
飲食店26.8％、特産品・お土産品24.5％、写真スポット30.5％ 

宿泊場所2.4％、観光ルート11.5％、博物館3.0％、その他1.3％ 

消費金額 平均3,591円、最小値100円、最大値30,000円 

情報源 
自身の経験23.3％、家族・友人知人などからの紹介4.9％、インターネット

利用（SNS含む）33.1％、紙媒体など11.6％、その他27.1％ 

総合満足度 満足76.9％、普通20.8％、不満2.3％ 

個別満足度 

【景観】 
満足84.9％、普通15.1％、不満0.0％ 

個別満足度 

【食事】 
満足63.3％、普通31.0％、不満5.7％ 

個別満足度 

【物販】 
満足83.9％、普通14.8％、不満1.3% 

個別満足度 

【宿泊】 
満足66.7％、普通31.0％、不満2.4％ 

 


